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研究成果の概要（和文）：本研究は、これまで日本で扱われてこなかった「成功した校長」を主題として、日
本、オーストラリア、ニュージーランドを対象に、その力量と力量形成について明らかにすることを目的として
いる。本研究では、文献検討を通して、日本では「成功した校長」に関する研究が存在しないこと、海外では進
展していることが明らかになった。この研究では国内外で事例研究を行った。その結果、「成功した校長」は、
多様な経験を持ち、その中で自らの力量を身に着けてきた。地域ネットワーク、ビジョン、課題解決、人間関係
力を持っていたことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the competence and competence 
formation in Japan, Australia, and New Zealand with the theme of "successful principal" that has not
 been dealt with in Japan. In this research, it was clarified through literature review that there 
is no research on "successful principals" in Japan and progress is made abroad. In this study, we 
conducted case studies in Japan and abroad. As a result, “successful principals” have various 
experiences and have acquired their own competence. It turned out that he had a regional network, 
vision, problem solving, and relationships.

研究分野： 教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果、日本の「成功した校長」の特徴は外国のそれと共通性が高いことが明らかになった。日本の学校
は外国に比べて裁量が少ない。しかし、裁量の有無に関わらず、学校における課題を解決するためには、教職員
とビジョンを共有し、少しずつ物事を進展していくことが不可欠である。したがって、学校組織の運営の局面で
は、日本と外国の間で、「成功した校長」の共通性が存在すると言えよう。本研究の学術的意義は、研究成果を
国際会議（2019年11月）で発表し、参加者が関心を示した点にある。本研究の社会的意義は、明らかになった知
見が今後の校長の力量開発方策（研修プログラム開発など）の参考になり得る点である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 海外では、「成功した校長」(Successful Principal)の研究が進められている。「成功した校長」
に焦点を当てて、望ましい校長像を示そうとしている。その代表的な研究成果は、デイ(Day, C., 
2011)である。この研究は、世界の 25か国を調査し、子ども、教員、教員集団に対して、校長が
「高い期待」を持つことが各国共通の重要な力量だと述べている。ところが、デイの国際共同研
究には日本の研究者は参加していない。また、日本の近年の研究動向を見ても、「成功した校長」
をテーマ・分析視角とした研究は見当たらない。「成功した校長」の実像を解明し、「成功した校
長」になるためにはどのような経験や学びが必要だろうか。以上の問題意識から、応募者は研究
テーマを着想した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、オーストラリア、ニュージーランド、日本を対象として、「成功した校長」(Successful 

Principal)が、①どのような力量を持っているのか、②その力量はどのように形成されたのか、
を解明することを目的とする。そして、各国の比較分析を通して、「成功した校長」の力量と力
量形成過程を構造化し、今後の校長力量形成の方策のための示唆を得ることを試みる。本研究で
「成功した校長」は、困難な状況の公立学校において、児童生徒の学習成果を改善した校長を意
味する。社会全体でグローバル化が進む今日、「成功した校長」は、各国の文化的・制度的相違
を越えて、共通の力量と力量形成過程を持っているのか。逆に、各国独自の特徴が際立っている
のか。各国間で、お互いに学び合う点はあるのか等を、本研究で解明することができる。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、第一に、理論的検討を行う。学校経営、校長の力量・養成・研修に関する内外の
理論・文献をレビューし、その到達点と課題を明らかにする。その際、時系列的に検討するとと
もに、政策や国の文脈も加味して検討する。第二に、日本における学校の事例研究を行う。第三
に、外国における学校の事例研究を行う。事例研究においては、校長へのインタビュー調査の分
析を中心に行う。そのため、次の視点を設定した。①どのようなキャリアプロセスを歩んできた
か。それがどのように影響しているのか。②どのように学校経営の環境（教育政策の影響や地域
社会等のニーズ）を捉えているか。③どのような学校のビジョンを持っており、ビジョンの達成
（具現化）に向けて、どのように課題解決プロセスを辿り行動してきたか。そこから、どのよう
な力量を持っていると指摘できるか。④過去の経験から、どのように力量を身につけたと認識し
ているか。どのような経験が本人の実感として重要なのか。⑤人間関係、学校組織文化・慣習、
次世代リーダーの育成についてどのように認識しているか。どのようなモットー・価値観・哲学
を持っているか。このような視点に基づいて、半構造化インタビュー法で実施する。 
 
４．研究成果 
（1）理論的知見 
 海外における成功した校長研究は、ISSPP (International Successful School Principals 
Project)という研究組織を中心に活発に行われてきた。その研究方法は、事例研究と質的研究を
基盤としている。さらに、国際比較研究や、同一事例の再調査を通して、経年比較研究も行われ
ている。ISSPP の主要メンバーであるガー（Gurr, D.）とドライスデール（Drysdale, L.）に面
会したところ、「ISSPP には標準的な研究方法があり、校長を軸としつつも、校長以外の教員、
保護者、生徒にも聞き取りを行っている。」と言われた。「これはトライアンギュレーションにも
とづく手法である。」との説明を受けた。実際に彼らの研究においても、その方法がとられてい
る（Moos, L., Johansson, O. and Day, C., 2011： p.18, pp.140-141）。 
 海外では、国際比較の結果、持続可能なリーダーシップによる自己更新学校(Self-renewing 
school)が提案されている。これは、分散リーダーシップ、生徒の学習成果への焦点化、リーダ
ーのレジリエンス、民主的価値に基づく機動性の余地の確保、変革型・教授中心リーダーシップ、
人々へのコミットメント、コミュニティの形成によって構成されるものであり、民主的な教育を
行うための学校の実現を期するものであると論じられている（Moos, L., Johansson, O. and 
Day, C., 2011：pp.225-230）。これらは非常に重要な知見である。民主的な教育という本質的な
議論も視野に入れて、人々を尊重した学校経営論が展開されている点は注目に値する。 
だが、海外の研究は、一方で、抽象度が高く、折角の事例研究のメリットが活かされていない

ようにも見受けられる。これは、国際比較を一律横断的に行ったことの結果であろう。イギリス、
オーストラリア、ニュージーランドなどは比較的類似の文化と社会制度を持っている面もある。
類似の国をグルーピングすることによって、中間レベル（中範囲）の分析と理論化、換言すれば、
限定付一般化の方途が開けるであろう。そうすれば、マクロ、メゾ、ミクロといった各次元の傾
向や特徴が明らかになる。社会と文化の影響も考察できるだろう。さらに、そのような研究上の
手続きをふめば、各次元を包括することによって新たに見えてくるものや再確認できるものが
あるのではないだろうか。例えば、教育経営の（または教育経営に特徴的な）グローバリズムと
ローカリズム、エスニシティ、組織論、歴史性といった観点―その構造と社会的多元性をめぐる
諸問題―が想定される。 
 これに対して、日本における校長研究は、2000 年代には専門職として望ましい力量の内実が
研究されてきた。2009 年に日本教育経営学会が策定した校長の専門職基準（2012 年一部修正）



は、その成果と言える。そこでは、「学校の共有ビジョンの形成と具現化、教育活動の質を高め
るための協力体制と風土づくり、教職員の職能開発を支える協力体制と風土づくり、諸資源の効
果的な活用、家庭・地域社会との協働・連携、倫理規範とリーダーシップ、学校をとりまく社会
的・文化的要因の理解」（日本教育経営学会実践推進委員会 2015：226-227）が掲げられた。これ
は 2010 年前後の到達点と言えよう。 
2010 年代には、このような校長の専門的力量をどのようなプログラムで養成していくかが論

究された。そして、教職大学院の活用や教員研修センターの在り方が問われた。しかし、成功し
た校長に焦点化した研究は見られない。ましてや、研究の専門分化が進む中、「マクロ、メゾ、
ミクロの各次元を包括した議論」や「“民主的な教育を実現するための学校経営”といった教育
経営原理の再構築に資する議論」はあまり見られない。 
2000 年代に、いわば「学校の自主性・自律性」時代の校長研究は離陸した。その後、研究それ

自体は継続・展開している。そのこと自体は意義があるが、日本の校長研究は、新たな知の創造
に向けてイノベーションが図られているのだろうか。「成功した校長」研究のような鍵概念設定
型の挑戦研究、いいかえれば、応用研究の領域には進んでいないのではないか。このことは、海
外における成功した校長研究と比較することによって、一層明らかになるものである。本研究の
理論的検討によって、日本の校長研究の発展段階や特徴を相対的に捉えることができた。今後は、
「成功した校長」のような研究概念を設定し、事例研究を進めていくことが必要であると指摘で
きる。別の研究概念の創造があってもよい。そのことが、教育経営研究のブレークスルーの第一
歩となるだろう。 
 
（2）事例研究を通して得られた知見 
第一に、校長は、どのようなキャリアプロセスを歩んできたか。それがどのように影響してい

るのか。成功した校長のキャリアプロセスは多様である。日本の A校長は、小学校教諭として 20
年の経験を持っている。このうち 6 年間、二つの学校で研究主任を務めた。さらに指導主事の経
験を持っている。ここに、B校長が授業に関する見識を持っている背景がある。さらに、指導主
事の時代に学校評価担当を経験したことから、学校評価を有効に活用し、自己評価の重視という
行動につながっている。このほかの日本の事例である B校長は、民間企業の勤務経験があり、そ
こでの経験が現在の人を動かすリーダーシップにつながっている。また、C校長は、教育委員会
の勤務経験があり、そのため、学校と教育委員会の調整において力量を発揮している。外国にお
いては、管理職登用の時期がキャリアプロセスにおいて早いため、教育行政機関の勤務経験より
も、学校における経験が重視されている。 
 第二に、校長は、どのように学校経営の環境（教育政策の影響や地域社会等のニーズ）を捉え
ているか。A校長の勤務校は伝統ある地域であり、地域住民との関係が深いことが明らかになっ
た。地域との良好な関係は、生活科や総合的な学習の時間をはじめとする生きた学びの実現に貢
献している。教育政策の影響については、学校評価をあげている。B校長は積極的にネットワー
クを地域につくっている。この点は C校長も同様であるが、C校長は生徒とのネットワークもつ
くっていた。外国においても、地域との連携は重要であった。教育政策の影響は、日本と外国の
両方で強かった。 
 第三に、どのような学校のビジョンを持っており、ビジョンの達成（具現化）に向けて、どの
ように課題解決プロセスを辿り行動してきたか、そこから、どのような力量を持っていると指摘
できるか。A 校長は、「個と集団が響き合い高め合う」教育課程と授業の実現をビジョンとして
いる。ビジョンを達成する方法として、授業研究を活用している。また、研究主任が良い授業を
して、望ましい学級経営を行うことによって、他の教員も研究主任のようになりたいと考えてい
る。ここから、研究主任が一つの鍵となっていることが分かる。B校長はキャリア教育、C校長
はアクティブラーニングと国際化、のように特色を具現化していた。外国においては、学力格差
の縮小と向上が掲げられ、やはり授業研究、研修会、教授組織の改革が活用されていた。また、
内外いずれの学校においても、ビジョンの共有と協働性を少しずつ高めていく様子が課題解決
プロセスとして看取できた。「成功した校長」は、ビジョン形成能力、ビジョンの具現化能力、
課題解決能力、協働推進能力を有していると指摘できる。 
 第四に、過去の経験から、どのように力量を身につけたと認識しているか。どのような経験が
本人の実感として重要なのか。この点、A校長は、初任校の 2年目から学校づくり、行事の企画
に関わり、そのおもしろさを学んだ。研究主任等の経験を通して、研究の重要性を意識するよう
になった。過去の勤務校で、とても勉強している校長、子どもを丁寧に見ている校長、意欲的で
挑戦的な校長に接した。これらの校長の姿勢から学んだところも大きかったと述べている。B校
長は民間会社勤務時の尊敬できる上司から組織運営や人の動かし方を学び、力量を向上したと
述べている。C校長も、教諭時代、教育委員会勤務時代の尊敬できる上司から組織運営や人の動
かし方について学び、力量を向上したと述べている。優れた上司から学ぶ点は、外国の学校にお
いても同様であった。 
 第五に、人間関係、学校組織文化・慣習、次世代リーダーの育成についてどのように認識して
いるか。どのようなモットー・価値観・哲学を持っているか。A校長は、人間関係についてはコ
ミュニケーションをあげていた。学校組織文化・慣習、歴史については、地域の人々とのつなが
りを認識していた。次世代リーダーの育成については、市などで行われている研究会への参加を
促している。モットー・価値観・哲学は、授業で勝負すべきこと及びコミュニケーション能力の



向上である。B校長はコミュニケーションやプレゼンテーション能力に秀でている。そして、コ
ミュニケーションを通して、人の変容を促すことを得意としていた。C 校長は、明朗な性格で、
豊富な話題に基づくコミュニケーションを通して、人間関係をつくっていた。いずれの校長も、
学校組織文化・慣習に関して、長所は継承し、課題は克服するものととらえていた。さらに、い
ずれの校長も、次世代のリーダー育成について心がけ、自分なりの価値観を持っていた。これら
の点については、外国の学校でも同様であった。 
ISSPP の代表的な研究成果であるデイとガーの図書（Day, C. and Gurr, D., 2014）では、「成

功した校長」には、①高い期待、②ポスト英雄型リーダーシップ（英雄のような校長が一段高い
所から導くのではなく、校長が同僚と共に歩んで成し遂げるリーダーシップ）、協働、凝集性、
ビジョン共有、連帯、③象徴的役割、④真摯、信頼、透明性、⑤人間関係の重視、⑥パワー、変
革、学習・生活指導のリーダーシップ、⑦課題のある環境における学校の改善、⑧リーダーとし
ての成長、⑨個人の見識、信念、価値観があると述べている（194-207）。本研究で調査した校長
はトップダウンではなかった。むしろ、校長は高い期待を持ち、教員と共に歩んで物事を成し遂
げようとしていた。ISSPP の研究成果との類似点は、本研究で得られた知見、及び日本の校長に
も存在したと言えるだろう。 
 
（3）研究のインパクトと展望 
 本研究の結果、日本の「成功した校長」の特徴は外国のそれと共通性が高いことが明らかにな
った。日本の学校は外国に比べて裁量が少ない。しかし、裁量の有無に関わらず、学校における
課題を解決するためには、教職員とビジョンを共有し、少しずつ物事を進展していくことが不可
欠である。したがって、学校組織の運営の局面では、日本と外国の間で「成功した校長」の共通
性が存在すると言えよう。本研究の成果を国際会議（2019 年 11 月）に発表したところ、アジア、
ヨーロッパ、アメリカからの参加者が関心を示した。国際的なインパクトにおいて第一歩は踏み
出せたと考えられる。今後も国際的な研究活動と発信を続けることが求められる。本研究では学
校を中心に分析したが、今後、教育委員会（地方教育行政機関）と学校という枠組みをもって研
究することも、さらなる知見を得るために必要であろう。 
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